
No.953 昭和57年8月 1日怒援護ぎ祭総滋滋磁水と緑と花のまち議委誉議議

市政だより の動き

7月1日現在前月比

人口計 67，066 +95 
男 32，3 3 8 + 6 2 

女 34，7 2 8 + 3 3 

世帯数 19，5 3 6 + 4 7 

ロ人
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「こちらは、JA6YVA… …」

電波は、 1200附をひとつとひや みちのく角館町へ居きます

7月18日¥姉妹都市締結3周年を記念して

大村戸マチユ戸無線フラフのメンバーガ角館町のハム仲間と交信

市長や角館町長のメッセ ジ交換、会員の自己紹介と

北と南という遠くはなれだ道のりを感じさせずに交信ガ続きまし芝
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(2) りむお お市政だより昭和57年 8月1日
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道路をまもる月間

道路はみんなの財産です。

広く、美しく、安全に

こ
の
運
動
は
、
安
全
で
快
適
な
環
境
を
守
る
た
め
、
交
通
安
全
施
設

の
点
検
や
整
備
を
行
っ
た
り
、
ま
た
、
皆
さ
ん
に
道
路
の
正
し
い
利
用

の
仕
方
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
い
ま
す
。

道
路
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
リ
が
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
、
道

路
を
常
に
広
く
、
正
し
く
、
美
し
く
使
用
し
、
み
ん
な
で
安
全
で
き
れ

い
な
街
づ
く
リ
を
し
ま
し
ょ
う
。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

マ
道
路
を
傷
つ
け
た
り
、
汚
し
た

り
す
る
こ
と
c

マ
道
路
を
商
品
や
材
料
置
場
に
利

用
し
、
通
行
者
に
迷
惑
を
か
け

づ
ゐ
ニ
シ
」
。

許
可
ガ
必
要
で
す

マ
電
柱
、
電
様
、
看
板
を
設
置
す

る
場
合
。

マ
水
道
管
、

下
水
道
、
カ
ス
管
を

埋
設
す
る
場
合
。

8 月 1 日 ~31 日

マ
日
よ
け
、
雨
よ
け
を
設
置
す
る

場
合
。

マ
露
居
、
商
品
置
場
に
利
用
す
る

場
ム
口
。

承
認
が
必
要
で
す

マ
車
の
乗
り
入
れ
の
た
め
に
、
歩

道
を
カ
ッ
ト
す
る
場
合
。

マ
宅
地
造
成
の
た
め
、
道
路
の
の

リ
面
を
埋
立
た
り
、
切
り
取
る

場
合
。

※ 

夏
の
犯
罪
と
事
故
を
な
く
そ
う

(
土
木
課
)

真夏の夜を彩どる風物詩

例務1c般会

間
大
村
市
を

「
い
つ
ま
で
も
美
し
く

8
月
白
日

第

8
田
市
民
大
清
掃

A アーJ 会L1'

ζ豆一

(
夏
の
防
犯
運
動

8
月
1
日
f

)

引
日
)

大
村
市
は
緑
と
花

に
固
ま
れ
た
歴
史
の

あ
る
街
で
す
。
こ
の

美
し
い
郷
土
か
ら
、

ゴ
ミ
や
杢
き
か
ん

・

雑
草
な
ど
を
無
く
し
、

い
つ
ま
で
も
き
れ
い

な
そ
し
て
い
っ
そ
う

美
し
い
郷
土
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す。

8月12日 (木)

午後8時打上げ開始

玖島崎

大村市観光協会

日時

場所

主催

家
庭
で
は

町
内
清
掃
に
参
加
す
る
前
に
叩

一
分
間
、
家
族
ぐ
る
み
で
家
の
ま
わ

リ
の
清
掃
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

町
内
で
は

各
家
庭
や
子
ど
も
会
、
青
年
会

婦
人
会
な
ど
へ
呼
び
か
け
て
、
道

路
や
公
園

・
広
場
な
ど
叩
分
聞
の

清
掃
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
空
き
か
ん
等
は
不
燃
物

集
積
所
へ
、
ゴ
ミ
は
原
則
と
し
て

町
内
で
処
理
し
て
下
さ
い
。

職
場
で
は

市
民
大
清
掃
日
の
前
後
に
職
場

の
清
掃
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

中
央
会
場
で
は

午
前
6
時
日
分
ま
で
に
市
役
所

玄
関
前
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
玄
関
前

に
集
合
し
、
大
村
公
園

・
旧
円
融

寺
庭
園
・
大
上
戸
川
の
清
掃
を
行

な
い
ま
す
。

※
詳
し
い
事
は
市
民
大
清
掃
事
務

局
(
生
活
環
境
課
)
へ
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。



※ 

災
害
義
援
金

物
資(
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大
事
に
使
っ
て
ま
す
か

グホグ
水
は
私
達
人

間
は
も
と
よ
リ

地
球
上
の
あ
ら

ゆ
る
生
物
の
生

存
に
欠
か
す
こ

と
が
出
来
な
い

は
か
リ
で
な
く

農
作
物
の
生
産

や、

社
会
文
化

り

平
由旗品黙 市

制止E署在i 及びj 
正午サJイレン¥ 全国戦の月祈日8 り福析おをまL 

を

め福祈グてをっ} 

} 、，長崎市原爆てe

め県民祈て月日8 9 

おおむ市政だより(3) 

受
付
中

の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て

い
ま
す
。
今

一
度
水
に
対
す
る
理

解
と
関
心
を
深
め
、
限
り
あ
る
水

を
大
切
に
使
う
よ
う
習
慣
づ
け
ま

ーしょ、っ
。

水
を
上
手
に

使
う
工
夫

マ
コ
ッ
プ
3
杯
で
済
む
歯
み
が
き

も
、
出
し
っ
ぱ
な
し
に
使
う
と、 受

付
窓
口

社
会
福
祉
協
議
会
・
福
祉
課

一
分
間
に
6
t
の
水
が
む
だ
に

な
り
ま
す
。

マ
バ
ケ
ツ
洗
い
な
ら
5
杯
で
済
む

洗
車
も
、
出
し
っ
ぱ
な
し
で
ホ

ー
ス
洗
い
で
は
却
杯
の
水
か
必

要
で
す
。

マ
風
呂
の
残
り
水
は
、
掃
除

・
洗

濯
、
散
水
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

マ
節
水
コ
マ
を
つ
け
、
水
の
出
を

調
節
し
ま
し
ょ
う
。(
企
画
課
)

電
気
も
夏
ば
て
・
・
・

無
駄
を
省
き
、

電
気
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら

し
じ
一
日
た
り
と
も
欠
か
せ
な
い

身
近
で
便
利
な
エ
ネ
ル
ギ‘
ー
で
す
。

一日
の
っ
ち
で
最
も
多
く
使
う

時
間
帯
は、

夏
の
午
後
二
時
前
後

で
、
ち
ょ
う
ど
ク
ー
ラ
ー
が
フ
ル

回
転
す
る
時
刻
に
当
た
リ
ま
す
。

こ
れ
に
高
校
野
球
の
テ
レ
ビ
観
戦

が
重
な
る
η

八
月
中
旬
の
午
後
二

時
々
は
、
日
本
列

島
の
電
力
消
費
量

は
ピ
ー
ク
に
達
し

ま
す
。

ク
ー
ラ
ー
の
涼

風
の
中
で
高
校
野

球
を
楽
し
む
ー
ー

そ
の一

方
で
、わ

効
率
よ
く
使
お
う

が
国
の
発
電
所
は

η

パ
ン
ク
す
前
々

に
追
い

込
ま
れ
る
の
で
す
。
電
気

は
、
蓄
え
て
お
く
と
い
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
足
り
な
い

か
ら
と
い

っ
て
、
輸
入
す
る
わ
け

に
も
い
き
ま
せ
ん
。
無
駄
を
省
い

た
、
効
率
的
な
電
気
の
使
い
方
を

心
掛
け
ま
し
ょ、
っ
。
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村
地
区
は
ト
ラ
ベ
ル
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
入
口
交
差
点
、
西
大
村
地

区
は
パ
l
ル
レ

l
ン
前
と
松
並

の
交
差
点
、
福
重
地
区
は
寿
石

油
庖
前
交
差
点
と
し
ま
す
。一一

国
道
の
通
行
は
危
険
で
す
。
遠

ま
わ
り
で
も
決
め
ら
れ
た
所
を

横
断
し
て
下
さ
い
。

受
通
規
制
を
実
施

当
日
、
混
雑
と
事
故
防
止
の
た

マ
精
霊
船
を
車
に
積
ん
で
運
搬
す

め
、
午
後
七
時
三
十
分
1
十
時
三
一
る
場
合
は
、
警
察
に
届
け
出
て

十
分
ま
で
、
次
の
と
お
り
交
通
規
指
定
車
証
の
交
付
を
受
け
て
下

制
を
実
施
し
ま
す
。

き
い
。

マ
大
村
地
区
は
略
図
の
と
お
り
、

マ
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
精
霊
船
の
通

一
般
車
両
の
通
行
を
禁
止
し
ま
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

す
。

マ
国
道
を
横
断
す
る
場
合
は
、
大

マ
鈴
田
地
区
の
三
鈴
橋
集
積
地
付

近
は
、
三
浦
方
面
か
ら
の
精
霊

船
は
田
久
保
バ
ス
停
か
ら
右
折

し
て
農
道
を
通
り
集
積
地
へ
、

与
崎
三
差
路
か
ら
は
三
鈴
橋
を

渡
ら
ず
に
小
江
川
橋
を
渡
っ
て

右
折
し
川

沿
い
に
進

み
、
県
道

に
は
止
ま

ら
な
い
よ

、
つ
に
し
て

下
さ
い
。

一
般
車
両

は
、
小
江

川
橋
か
ら

集
積
地
ま

で
の
道
路
、

田
久
保
バ

ス
停
か
ら

右
折
し
た

農
道
に
は

進
入
で
き

ま
せ
ん
。

精
霊
流
し
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

き
れ
い
な
大
村
湾
を
守
る
た
め
、
精
霊
船
や
供
物
な
ど
を
海
や
川
に
流

さ
な
い
よ
う
ご
協
力
下
さ
い
。

(4) 

精霊読しは集積地へ

り

搬
入
は
午
後

9
時
ま
で
に

集
積
地
は
各
地
区
一
カ
所
以
上

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
指
定

場
所
へ
搬
入
し
て
下
き
い
。

むおお

埋
立
地

菅
瀬
地
区

荒
瀬
、
田
下
、
黒
木

マ
集
積
場
所
に
つ
い
て
、
詳
し
い

事
は
各
町
内
会
長
、
各
出
張
所

又
は
、
生
活
環
境
課
に
お
問
い

合
せ
下
き
い
。

マ
供
物
な
ど
は
分
け
や
す
い
よ
う

に
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て

搬
入
し
て
下
さ
い
。

大村湾を美しく

(
指
定
集
積
地
)

市政だより

花
火
の
事
故
を
防
ご
う

三
浦
地
区

舟
津
、

日
泊
、
溝
陸

鈴
田
地
区

三
鈴
橋
、
射
場
前
ガ

ー
ド
下

大
村
地
区

市
役
所
横
埋
立
地

西
大
村
地
区

下
水
道
浄
水
管
理

セ
ン
タ
ー
南
側

竹
松
地
区

ぱ
フ
l
ド
空
地
広
場

福
重
地
区

郡
川
河
口

松
原
地
区

九
電
二
号
(
伏
原
)

マ
精
霊
船
の
通
る
商
庖
街
な
ど
で

は
、
万
一
の
事
故
に
備
え
て
消

火
用
水
、
器
具
を
準
備
し
て
下

去、ぃ
。

マ
人
や
車
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
よ
う

な
花
火
の
使
い
方
は
、
処
罰
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。

精
霊
流
し
で
は
、
よ
く
花
火
で

け
が
人
が
出
ま
す
。
次
の
こ
と
を

守
っ
て
事
故
が
な
い
よ
う
ご
注
意

下
さ
い
。

マ
精
霊
船
に
は
花
火
取
扱
者
を
決

め
て
、
そ
の
人
の
責
任
で
花
火

を
使
っ
て
下
さ
い
。
な
お
、
花

火
取
扱
者
は
警
察
か
ら
渡
さ
れ

る
ワ
ッ
ペ
ン
を
つ
け
て
下
さ
い
。

マ
花
火
は
次
の
場
所
で
は
使
え
ま

せ
ん
。

O
人
出
で
混
雑
し
て
い
る
所

O
せ
ま
い
道
路

O
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
販
売
庖
付
近

O
花
火
販
売
居
や
玩
具
庖
付
近

O
駐
車
場
と
そ
の
付
近

マ
精
霊
船
の
通
る
道
す
じ
の
花
火

販
売
屈
で
は
、
道
路
に
向
け
た

花
火
の
陳
列
を
し
な
い
よ
う
ご

協
力
下
さ
い
。

昭和57年8月1日
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一般車両通行事産止

精霊船搬入経路

そ
の
他
の
注
意
事
項

~ 

一般車両
通行禁止

マ
精
霊
船
の
全
長
が
2
m
を
超
え

る
場
合
は
、
警
察
で
道
路
使
用

許
可
を
受
け
て
下
き
い
。

マ
精
霊
船
を
車
両
で
運
搬
す
る
と

き
は
、
危
険
で
す
か
ら
灯
ろ
う

の
火
は
必
ず
消
し
て
下
さ
い
。

マ
精
霊
船
は
長
さ
叩
m
、
幅
幻
m

高
さ
5
m
以
下
に
し
て
下
さ
い
。

マ
精
霊
船
は
道
路
上
で
は
ま
わ
さ

な
い
で
下
き
い
。(生

活
環
境
課
)

大村地区交通規制略図

三鈴橋付近

)( 

長 長崎

歪
||
」

※
空
き
か
ん
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
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(国民年金目I . .. . .. .~.. . .. )

りおおむ市政だより(5) 

/
l
k
 

砂
夏
休
み
々
水
の
事
故
に
気
を
つ
け
て

免
除
の
期
間
が
お
年
以
上
あ
る
と
※
詳
し
い
事
は
保
険
年
金
課
へ
お

日
歳
(
希
望
に
よ
り
印
歳
)
か
ら
問
い
合
せ
下
さ
い
。

老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

将
来
受
取
る

年
金
は
、
加
入

が
早
け
れ
ば
早

い
ほ
ど
有
利
に

な
り
ま
す
。

初
歳
に
な
っ

た
人
、
他
の
公

的
年
金
を
や
め

た
人
は
も
ち
ろ

ん
、
ま
だ
未
加

入
の
人
は
、
早

目
に
保
険
年
金

課
ま
た
は
各
出

張
所
で
加
入
手

続
き
を
し
て
下

支
」
い
。

※ 

老後の保障は若い時から

国民年金に加入しましよう

、
福
祉
年
金
所
得
状
況
届

-
8
月
却
日
ま
で
で
す

四

お
忘
れ
な
く

8
月
は
福
祉
年
金
(
老
齢
、
障

害
、
母
子
)
の
支
払
月
で
す
が
、

現
在
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
、
受

け
る
資
格
は
あ
る
が
支
給
停
止
に

な
っ
て
い
る
人
は
「
福
祉
年
金
所

得
状
況
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
証
書
と
印
か
ん
を
持
っ
て
、

保
険
年
金
課
又
は
、
各
出
張
所
で

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
現
在
受
給
中
の
人
は
、

8
月
分
を
郵
便
局
で
受
領
き
れ
た

ら
す
ぐ
に
福
祉
年
金
証
書
を
提
出

し
て
下
さ
い
。
も
し
、
提
出
が
お

く
れ
ま
す
と
日
月
支
給
分
の
福
祉

年
金
が
お
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す。

(
保
険
年
金
課
)

ス
ボ
E
V
コ'ナ
E

第 4田

市民水深大会

学童水深記録会

日
時

8
月

m日
制

雨
天
実
施

場
所

市
民

プ
ー
ル

集
合

午
前

9
時
却
分

競
技
開
始

午
前
日
時

参
加
資
格

マ
市
民
、

小
学
3
年

以
上
の
人

で

m
m以

上
泳
げ
る
人
。

マ
病
気
の
人
、
持
病
の
あ
る
人
、

発
作
性
の
病
気
の
あ
る
人
は
参

加
で
き
な
い
。

申
込
方
法
マ
所
定
の
申
込
票
に

保
護
者
の
同
意
書
を
添
え
て
申

込
む
こ
と
。
マ
自
己
の
グ
ル
ー

プ
に
あ
る
種
目
に
限
っ
て
申
込

む
こ
と
。
マ
出
場
は
一
人
二
種

目
ま
で
。

申
込
先

水
泳
連
盟
事
務
局
(
西

大
村
出
張
所
内
包
③
1
3
7
2

5
)
 

申
込
締
切

8
月
日
日
間

にトjT自由形 平泳 ノ〈タフライ 背泳

3年生 50 50 50 50 

小学生
4年生 50 50 50 50 

男 女
5年生 50 100 50 100 50 100 50 100 

6年生 50 100 50 100 50 100 50 100 

男子 100 200 100 200 100 200 100 200 
中学生

女子 50 100 50 100 50 100 50 100 

男子 100 200 100 200 100 200 100 200 
高校生

女子 50 100 50 100 50 100 50 100 

男子 100 200 I 100 200 100 200 100 200 
骨量

女子 50 100 50 100 50 100 50 100 

30歳以上 男 ・女 50 50 50 50 

40歳以上 男 ・女 50 50 50 50 

50歳以上 男 ・女 50 50 50 50 

第 4回市民水泳大会種目

国
民
年
金
は
、
初
歳
か
ら

ω歳

ま
で
の
人
で
、
厚
生
年
金
な
ど
他

の
公
的
年
金
制
度
に
入
っ
て
い
な

い
人
は
、
す
べ
て
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
国
営
の
年
金
制
度
で

す
。な

お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
の

よ
う
な
、
他
の
公
的
年
金
制
度
の

加
入
者
の
配
偶
者
や
、
昼
間
部
の

大
学
生
の
人
は
任
意
加
入
が
で
き

ま
す
。納

期
ご
と
に
最
低
1
年
以
上
保

険
料
を
完
納
し
て
い
れ
ば
障
害
、

母
子
、
準
母
子
、
遺
児
な
ど
の
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
し
、
納
付
や

初
心
者

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

期
間

8
月
幻
日
l
m
月
幻
日

(
毎
週
土
曜
)
午
後
3
時
1
5
時

場
所

市
営
補
助
グ
ラ
ン
ド

対
象
・
定
員

中
学
生
女
子
、

小

学

4
1
6
年

日

人

申
込
締
切

8
月
刊
日
附

申
込
先

体
育
課

(
傷
害
保
険
加

入
金
三
百
四
十
円
を
添
付
)

参
加
料

無
料

指
導

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

(
体
育
課
)

一

硬
式
庭
球
教
室

期
間

8
月
勾
日
j
日
月
3
日

(
日
曜
及
び
祝
祭
日
)

午
前

9
時
j
ロ
時

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象

・
定
員

一
般
羽
人

申
込
締
切

8
月
比
目
的
正
午

申
込
先

体
育
課
(
傷
害
保
険
加

入
金
六
百
八
十
円
を
添
付
)

参
加
料

無
料

指
導

硬
式
庭
球
協
会

(体
育
課
)



(6) 

• 

り

萱瀬の未来を考える

青年の集い

(7/12 萱瀬住民センター)

「若人の定着率を高めるには・・・J

「もっと山のふれあいを…」と¥約

40人ガ参加し熱j山な話し合いガ続

きましだ。

おおむ市政だより昭和57年 8月 1日
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4‘ 
;早く焼イモになるといいネ 『円1

(7/9 大村幼稚園) ・I J I J ..... 
，)¥ーイ一列にならんでー…...J .....'1置~ /IIJ JI 

「先生、じようずに植えだやろ...J .~魁S川-官 、三
139人の園児ガ、イモの苗を植え ~- ..... 1.I"' 
ましだ。 司....・ c:ー
早く、秋ガくるといいです平。

※
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い



昭和57年 8月1日
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必ず受けよ

りおおむ

ボク、 Tっと半分"
舎白もママと鬼ごっこ......

(7)市政だより

※ 

『
ご
み
』

/FIt-

/
l
、

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に
不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に
定
め
ら
れ
た
場
所
に

状
が
な
く
で
も
、
叩
オ
頃
か
ら
年

腕

が

疲

れ

る

。

一
四
方
ン
検
診
を
受
け
る
こ
と
を

マ
正
座
が
で
き
な
い
。
座
る
と
後

お
す
す
め
し
ま
す
に

に
倒
れ
や
す
い
。
あ
ぐ
ら
を
か

こ

の

乳

ガ

ン

・

子

宮

方

ン

は

早

け

な

い

。
お
尻
が
へ
こ
ん
で
い

期

発

見

が

し

や

す

く

、

ま

た

、

そ

る

。

の
た
め
完
全
に
治
る
カ
ン

τす
。

対
象
者

初
歳
以
上
の
人

実
施
期
間

8
月
お
日
間

j
m月

中
旬

(毎
週
月

・
水

・
金
)

実
施
場
所

市
立
病
院

(婦
人
科

-
外
科
外
来
)

申
込
方
法

8
月
却
日
幽
ま
で
に

住
所

・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電

話
番
号
を
ハ
カ
キ
か
電
話
で
生

活
環
境
課
へ

※
申
込
ま
れ
る
時
は
体
の
調
子

(

生
理
)
等
を
考
慮
し
て
申
込
ん

で
下
さ
い
。
詳
し
く
は
申
込
者

に
連
絡
し
ま
す
。

保
健
コ
ー
ナ
3

つ

日~o宇宙tfJ7(飽
~無料~

女
性
が
か
か
る
カ
ン
の
っ
ち
で

子
宮
ガ
ン
は
、
胃
カ
ン
に
つ
い
て

多
い
ガ
ン
で
す
。
こ
の
乳
ガ
ン

・

子
宮
ガ
ン
は
、
女
性
で
あ
れ
ば
誰

で
も
か
か
る
危
険
性
を
も
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
ま
っ
た
く
症
状
が
な

く
て
も
、
ガ
ン
は
芽
ば
え
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
な
ん
ら
か
の
症

4歳6カ月児

健康診査

~ 無料~

者 :昭和56年 1月生まれの幼児が

対象ですが、昭和55年 8-12 

月生ま れで、まだ健康診査を

受けていない幼児も受診して

下さい。

診査 日 8月20日倒.27日幽

受 付時 間:午後 1時- 1時30分

場 所 :コミュニティセンター

持参するもの o母子健康手帳

O問診票 (通知書に同封して

あります)

象対

大
腿
四
頭
筋
等

拘
縮
症
検
診

日
時

8
月
9
日
間

却
分
受
付

場
所

大
村
保
健
所

対
象
者

同
オ
未
満
て
次
の
症
状

が
あ
る
人

マ
歩
き
方
が
お
か
し
い
。

こ
ろ
び

や
す
い
。
す
わ
り
方
が
お
か
し

い
。
下
肢
を
痛
が
る
。

マ
姿
勢
が
お
か
し
い
。
腕
が
体
に

つ
か
な
い
。
肩
の
動
き
が
悪
い
。

午
後
l
時

問
合
せ
先

大
村
保
健
所

(
宮
③

1
2
1
9
3
)
 

調
理
の
三
原
則

H

清
潔
・
迅
速
・
加
熱
か
冷
却

気
温
が
上
が
り
、
食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

食
品
を
取
り
扱
う
人
に
と
っ
て
は
神
経
を
使
う
季
節
で
す
。

ち
ょ

っ
と
し
た
油
断
や
不
注
意
で
大
き
な
事
故
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
あ
な
た
の
ち
ょ

っ
と
し
た
注
意
で
食
中
毒
は
防
げ
ま
す
。

次
の
こ
と
を
常
に
心
が
け
て
お
き
，ま
し
ょ
う
。

γ調
理
の
前
に
は
、
心
す
手
を
洗
っ
。

マ
ネ
ズ
ミ

・
こ
さ
山
リ
・
ハ
エ
の

マ
炊
事
場
、
製
造
場
な
ど
は
、

い

駆

除
を
徹
底
す
る
c

つ
も
清
潔
に
し
て
お
く
。

マ
食
べ
物
は
、
で
き
る
だ
け
新
鮮

な
う
ち
に
食
べ
る
。

マ
冷
蔵
庫
の
温
度
は
、
常
に
摂
氏

叩
度
以
下
に
保
つ
。

マ
冷
蔵
庫
の
た
よ
り
す
ぎ
は
禁
物
1

/ 夏休み……食生活も規則正しく司事

夏を健康に過ごすには、 3度の食事をきちんととり、早寝早起きを励行す

るなど規則正しい生活を送ることが大切です。また、適度なj軍動を心掛ける

とともに、 十分な睡眠をとり、 、健康で楽しい夏"を過ごしましょう。



(8) 

福
祉
の
ひ
る
陪

りむ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

お お市政だより

泉

の
星

9
月
開
所
予
定

入
居
者
を
募
集

O

身
体
上
又
は
精
神
上
の
著
し

い
障
害
の
た
め
、
常
時
臥
床
し

定
員

印

人

て

お

り

、

か

つ

、

そ

の

状

態

が

対
象
者

継
続
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

マ
六
十
五
歳
以
上
の
人
。

O

身
体
上
又
は
精
神
上
の
著
し

マ
医
師
の
治
療
を
要
し
な
い
人
。

い
障
害
の
た
め
、
常
時
臥
床
は

マ
居
宅
に
お
い
て
介
護
を
受
け
る
し
て
い
な
い
が
、
食
事
、
排
便
、

こ
と
が
困
難
な
人
で
次
の
い
ず
寝
起
き
等
日
常
生
活
の
用
の
大

れ
か
に
該
当
す
る
人
。

半
を
他
の
介
助
に
よ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
態
に
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
状
態
が
継
続
す
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
は
対
象
者
と
な
り
ま

せ
ん
。

〈〉

伝
染
性
疾
患
を
有
し
、
他

の
入
居
者
等
に
伝
染
さ
せ
る

お
そ
れ
が
あ
る
人
。

。

精

神

障
害
が
あ
り
、
他
の

入
居
者
に
著
し
い
迷
惑
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
人
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

保
護
課

職
員
を
募
集

職
種
・
人
員

寮
母
日
人
、
看
護

婦
2
人
、
調
理
員
3
人
、
栄
養
士

1
人
、
事
務
員

(女
子
)
1
人

受
験
資
格

い
ず
れ
も
、
昭
和
7

年
8
月
1
日
1
昭
和
幻
年
7
月

乱
日
生
ま
れ
の
人
。
(
事
務
員
を

除
く
)

〔
寮
母
〕

中
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
人

〔
看
護
婦
〕

保
健
婦
助
産
婦
看
護

婦
法
に
よ
る
厚
生
大
臣
の
免

許
を
有
す
る
人
又
は
都
道
府

県
知
事
の
免
許
を
有
す
る
人
。

〔
調
理
員
・
栄
養
士
〕

免
許
証
を

有
す
る
人

〔
事
務
員
〕

高
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
し
、
複
式
簿
記
の
で

き
る
昭
和
幻
年
8
月
1
日
i

昭
和
訂
年
7
月
抗
日
生
れ
の

人

採
用
条
件

市
内
居
住
者
に
限
る
。

受
付
期
限

8
月
刊
日
附

試
験
日
・
場
所

8
月
ロ
日
附

福
祉
セ
ン
タ
ー

受
付
・
問
合
せ
先

泉
の
里
事
務

所

(古
町

一
丁
目
五
三
四
、
ヤ

マ
モ
ト
建
装
内
、

宮
③
|
3
0

0
5
)
 

受
付
時
間

土
寸

午
前
叩
時
1
午
後
5

(
保
護
課
マ

戦
没
者
御
霊
前
に

供
物
を
差
し
あ
げ
ま
す

う
ら
盆
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

戦
没
者
御
霊
前
に
供
物
を
各
地

区
遺
族
世
話
人
を
通
じ
て
配
布

※ 

耳
と
ニ
と
ば
の
相
談
日
:
・

8
月
引
日
偏

(
午
後

1
時
「
)
3時、

福
祉
セ
ン
タ
ー
)

青信号でもよくたしかめて，

安全を確認してわたりましょう。
青信号は，安全を意味するもの

ではありません。右折 ・左折の

車や，場合によって信号見おと

しの車もあります。

い
た
し
ま
す
。
万
一
届
か
な
い

時
に
は
福
祉
課
へ
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

市
内
に

居
住
す
る

ね
た
き
り

老
人
に
対

し
、
慰
謝

と
福
祉
の

向
上
に
寄

与
ふ
?
る
た

め
、
ね
た

き
り
老
人

見
舞
金
を

支
給
し
ま

す
。

対
象
者

9
月
1
日
現
在
、
日
歳

以
上
で
、
本
市
に

一
年
以
上
居

住
し
、
六
カ
月
以
上
ね
た
き
り

の
人
。

支
給
手
続

ね
た
き
り
老
人
見
舞

金
申
請
書
に
診
断
書
を
添
、
え
9

月
1
日
制
ま
で
に
保
護
課
へ
提

出
し
て
下
さ
い
。

問
合
せ
先

保
護
課

援

護

相

談

旧
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
、
そ

の
遺
族
の
皆
き
ん
の
各
種
年
金
や

扶
助
料
、
一
時
金
な
ど
に
つ
い
て

援
護
相
談
を
開
催
致
」
ま
す
。

日
時

8
月
四
日
同
午
前
山
時

i
午
後
3
時

場
所

市
役
所
第
一
会
議
室

(福
祉
課
)

E
E慈
恵

荘

E
S
E
-

二

納

涼

大

会

日
時

8
月
日
日
制
午
後
7
時

よ
り
雨
天
順
延

場
所

東
大
村
二
丁
目
慈
恵
荘
外

庭
(
東
大
村
二
丁
目
)

内
容

大
村
民
踊
愛
好
会
、
入
所

者
の
盆
踊
り
及
び
、
カ
ラ
オ
ケ

の
ど
自
慢
大
会
な
ど
。

※
慈
恵
荘
は
、
常
に
開
放
し
て

お
り
ま
す
が
、
当
日
は
一
般
市

民
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
保
護
課
)

災害義援金・物資を受付中

皆さんのご協力をお願いします

昭和57年 8月 1日
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互いよりの
圏圃E国

義援金・物資~社会福祉協議会(宮③-1351)

義援金~福祉課

受付窓口

‘ 



遊
ぶ
場
所
を
考
え
て

、司

d
F

市
民
の

宮
③
!
1
3
7
6
)

醐

言

.

5

を
伸
ば
し
、
体
が
多
い
場
合
は
古

一

ち

蹴

自
治
活
動
※
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

I

i

⑤
1
1
1
1
1
1
↓

冷

ぽ

凱

住
民
王
体
い
す
る
場
合
が
あ
n

一

一

一

収

以

引

い

十

(

社

人

|

野

草

を

ア

ル

バ

ム

に

|

一

抱

く

れ

山

ち
づ
く
り
、
コ
ミ
ユ
一
一
一

開

舟

附

推
進
の
た
《

・

・

=

セ

ン

{

石

橋

ト

ミ

さ

ん

(

池

田

新

町

)

一

・1

み

大

め
多
数
ご
，
F
E
E

会
一
説

闘

，

i
g④
3
-

土

配

住

句

参

集

下

さ

名

も

知

れ

ぬ

雑

草

に

ひ

か

れ

た

時

、

九

州

で

は

見

ら

れ

な

か

九

州

、

関

西

な

ど

グ

ル

ー
プ
一

;〆
F
十
、
、
、
ぃ
。

挑

戦

し

ま

せ

ん

で
石
橋
ト
ミ
さ
ん
(
訂
才
)
は
、
っ
た
「
コ
ブ
シ
の
花
L

を
見
て
旅
行
を
し
た
時
も
必
ず
愛
用
の
一

日
時

8
月
幻
日
出

午

後

1
時

夜

間

安

余
暇
を
つ
く
っ
て
は
、
野
山
を
感
激
し
千
歳
を
中
心
に
、
名
所
・

カ
メ
ラ
に
収
め
た
も
の
は
千
種

一

却
分
1
4
時

散

策

し

て

い

る

。

旧
跡
を
訪
ね
る
か
た
わ
ら
珍
ら
以
上
と
い
う
か
ら
驚
く
。

一

大
村
↓
川
棚

場
所

市
民
会
館
ホ
l
ル

今

か

ら

ロ

年

位

前

、

北

海

道

し

い

花

木

、

雑

草

の

花

を

見

る

J

」
れ
か
ら
が
大
変
で
す
。

一

テ
l
マ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

期
日

8
月

お

日

出

一

千

歳

に

い

る

息

子

き

ん

を

訪

ね

た

び

に

写

真

撮

影

。

今
は
写
真
撮
影
し
た
も
の
を
貼
一

と
社
会
教
育
関
係
団
体
の
役
割

対
象

青
年

・
一
般

一

~
実

情
-
る
だ
け
で
し
た
が
、
今
後
は
分
一

講
師

豊
永
紀
夫
先
生

(福
岡
県

参
加
費

千

円

程

日

目

類
、
説
明
等
で
ま
だ
ま
だ
時
間
一

云
教
育
委
員
)

申
込
締
切

8
月
初
門

蹴

い

が
か
か
り
ま
す
。
と
、
十
数
冊
一

(
社
会
教
育
課
)

申
込
み
・
問
合
せ
先

サ
ー
ク
ル

九

吋

の
ア
ル
バ
ム
を
眺
め
な
が
ら
、
一

そ
ら
ま
め
事
務
局
(
宮
③
|

5

吟

ι

苦
労
が
楽
し
み
と
い
っ
た
笑
顔

一

で
語
っ
て
い
る
。

一

※
締
切
後
に
説
明
会
を
聞
き
ま
す

噌

7
月
の
中
旬
、
紀
伊
半
島
を
一

3
B体
操

ん

訪
ね
た
際
も
他
の
人
と

i
ぃ

一

観
光
を
か
ね
た
雑
草
撮
影
司

会

員

募

集

た
、
ア
ル
バ
ム
が
増
え
そ
っ
。

一

最
近
「
八
重
毒
ダ
ミ
」
の
花
を
一

咲
か
せ
た
。
専
門
家
ー
の
鑑
定
で
一

は
珍
種
だ
と
の
こ
と
。
大
事
そ

一

う
に
ア
ル
バ
ム
を
聞
き

J

一
れ
一

が
私
の
生
き
が
い
で
す
u

と、

一

(9) 

※ 

。
花
火
。

昭和57年 8月 1日
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りおおむ

開
催
日

日
月
お
日
出

出
場
資
格

市
内
に
在
住
、
勤
務

す
る
個
人

・
グ
ル
ー
プ
。

種
目

邦
楽
、
器
楽
、
コ
ー
ラ
ス
、

声
楽
市

経
費

自
己
負
担

所
要
時
間

個
人

1
5
分
以
内
、

グ
ル
ー
プ

l
m分
以
内

申
込
期
限

8
月
お
日
附

申
込
・
問
合
せ
先

市
音
楽
団
体

協
議
会

(中
地
区
公
民
館
内
、

市政だより

美
容
と
健
康
づ
く
り
に
役
立
ち

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
、
肥
満
な

ど
に
は
最
適
で
す
。

定
例
日

毎
週
金
曜
日
、
午
前
叩

時
j
正
午

会
費

月
二
千
円

申
込
・
問
合
せ
先

3
B
体
操

(
宮
①

T
8
9
0
3
)



)
 

ハU
U

'
E
E
A
 

(
 

りむお お市政だより昭和57年 8月 1日
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入
居
場
所

松
原
出
張
所

管
理
人
室
の
間
取

八
畳
・
六
畳

(
三
畳
の
広
縁
付
)
・台
所
・浴
室

入
居
条
件

配
偶
者
の
あ
る
人
で
、

平
日
は
午
後
5
時
か
ら
翌
朝
の

8
時
却
分
ま
で
、
土
曜
日
は
正

午
か
ら
、
日
曜
祝
日
は
終
日
管

理
で
き
る
人

申
込
期
限

8
月
泊
目
的

応
募
手
続

入
居
申
込
書
(
人
事

課
に
あ
り
ま
す
)
及
び
市
販
の

履
歴
書
に
写
真
を
は
っ
て
人
事

課
へ
提
出
し
て
下
き
い
。

問
合
せ
先

人
事
課

h
食
品
衛
生
啓
も
う

霊
E

一
標
語
・
ポ
ス
タ
ー

一

募

集

テ
ー
マ

食
品
衛
生
、
食
中
毒
予

防
の
啓
も
、
つ
を
表
わ
す
も
の
。

応
募
資
格

大
村
・
東
彼
地
区
小

中
学
生

応
募
期
限

9
月
4
日
出

応
募
上
の
注
意
O
作
品
の
裏
に
学

校
名
、
学
年
、
氏
名
(
ふ
り
が

な
)
、
性
別
を
記
入
の
こ
と
。

O
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

O
入
賞
作
品
は
主
催
者
で
利
用
き

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

主
催

大
村
東
彼
地
区
保
健
衛
生

連
絡
協
議
会

応
募
先

県
食
品
協
会
大
村
支
部

(
西
三
城
町
ロ
、
大
村
保
健
所

内

)

(

生

活

環

境

課

)

量
就
学
義
務
猶
予

-E
E

一

免
除
者

一
中
学
校
卒
業
程
度

一

認
定
試
験

対
象
者

病
気
な
ど
の
た
め
就
学

を
猶
予
さ
れ
た
人
、
免
除
さ
れ

た
人
で
昭
和
問
年
3
月
白
日
ま

で
に
満
日
歳
以
上
に
な
る
人
。

願
書
受
付
期
間

8
月
ロ
日
肘
1

9
月
日
日
出

申
込
先

県
教
育
庁
学
校
教
育
課

試
験
日
日
月
5
日
幽

試
験
科
目

国
語
、
社
会
、
数
学

理
科
、
英
語
の
五
教
科

試
験
場

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

学
校
教
育
課

も
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
術
士
量

一
国
家
試
験

一

講
習
会

内
容

電
話
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

技
術
士
及
び
電
信
級
移
行
コ
ー

ス
。

期
間

8
月
幻
日
目
j

9
月
初
日

口
μ

申
込
期
限

8
月
刊
日

ω

申
込
・
問
合
せ
先

大
村
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
(
宮
①

T
3

8
8
7
、
白
T
5
5
2
2
)

(商
工
観
光
課
)

言
技
術
向
上
訓
練
重
量
憲

一
木
工
用
手
工
具
の

一
研
ぎ
方
と
使
い
方

対
象
者

一
般

期
間

8
月
四
日
嗣
j
お
日
闘
の

う
ち
五
日
間

時
間

午
後
l
時
1
4
時

受
講
料

千
五
百
円

定
員

叩
人

実
施
場
所

・
申
込
先

長
崎
技
能

開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌
早
市
小
船

越
町
二
三
一
、

宮
諌
日
不

γ

2
3
2
3
)
 

8
月
比
日
出

商
工
観
光
課

申
込
期
限

問
合
せ
先

労
働
通
信
教
育

講

座

労
働
問
題
に
関
す
る
基
礎
的
な

知
識
か
ら
専
門
的
な
知
識
を
習
得

す
る
通
信
教
育
講
座
で
す
。

期
間

9
月
か
ら
七
カ
月
間

内
容

基
本
コ
ー
ス
(
受
講
料
九

千
円
)
と
労
働
法
・
労
働
管
理

コ
l
ス
の
専
門
コ

l
ス
(
受
講

料
九
千
三
百
円
)

申
込
期
限

8
月
日
日
制

申
込
先

佐
世
保
労
政
事
務
所

(
佐
世
保
市
矢
岳
町
1
1
2
号
)

問
合
せ
先

商
工
観
光
課

旦一一.
吋盆竹

踊詮
り宗

室i
8
月
日
日
目

1
9
時竹

松
本
町
遊
園
地 午

後
4
時

場
所

催
し
物

チ
ピ
ッ
コ
広
場
、
名
物

た
た
き
売
り
、
盆
踊
り

主
催

竹
松
商
工
業
会

(
商
工
観
光
課
)

市
議
会
で

虚
礼
廃
止

市
議
会
で
は
、
虚
礼
廃
止
の

申
し
合
せ
を
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

恵
荘
へ
西
瓜
弘
旬
、
キ
ュ
ウ

リ

4
K

マ
原
生
花
庖
(
古
町

一
丁
目
)

慈
恵
荘
へ
花
口
束

マ
松
島
勝
己
(
水
田
町
)
慈
恵

荘
へ
五
万
円

清
和
国
ヘ

マ
盆
栽
愛
好
親
和
会
(
代
表
田
川

正
夫
外
4
名
)
盆
栽
、
植
木
手
入

マ
山
口
定
(
小
路
口
町
)
フ
キ

6
旬
、
、
キ
ュ
ウ
リ
3
岡、

、キ

ュ
ウ
リ
粕
漬
他
3
均

マ
あ
け
ぼ
の
奉
仕
団
(
長
崎
市

宇
宿
マ
サ
子
外
別
名
)
民
踊
外

マ
高
原
生
花
庖
(
本
町
二
丁
目
)

父
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト

l
パ一フ

印
本
、
キ
ク
初
本

香
典
返
し

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
大
串
清
美
(
桜
馬
場
二
丁
目
・

亡
父
静
馬
)
五
万
円

マ
赤
川
国
雄
(
東
大
村
一
丁
目
・

亡
母
マ
ツ
)
三
万
円

マ
山
下
豊
(
古
町
二
丁
目
・
亡

母
ユ
キ
)
十
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
万
根
フ
サ
エ
(
竹
松
本
町
・

亡
父
清
ご
大
村
子
供
の
家

へ
五
万
円

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
九
州
電
力
側
火
力
部
、
原
子

力
部
、
環
境
部
、
発
電
所
関

係
社
員
夫
人
有
志

l
十
六
万

七
千
円

マ
井
手
重
子
(
片
町
)
捨
得
金

の
謝
礼
五
千
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
岩
山
ハ
ス
エ
(
諏
訪
二
丁
目

C
棟
2
号
)
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
車
椅
子
1
台

マ
赤
水
清
春
(
本
町
一

一丁
目
)

大
村
子
供
の
家
へ
二
万
三
千

八
百
九
十
七
円

マ
山
本
政
男
(
古
賀
島
町
)
パ
|

ル
ハ
イ
ム
へ
博
多
人
形
日
個

マ
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
慈
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